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     君は何を信じますか   
                                  副校長 石塚 直実 

 

先日
せんじつ

、やさしい雨
あめ

が降
ふ

りました。『雨水
うすい

』を過
す

ぎて降
ふ

る雨
あめ

はどこか暖
あたた

かく、生
い

き物
もの

にも人
ひと

の心
こころ

にも恵
めぐみ

み 

を与
あた

えるものでした。その中
なか

、気
き

の早
はや

い蛙
かえる

が『啓蟄
けいちつ

』を待
ま

ちきれずに這
は

い出
だ

してきました。そして、沈丁花
じんちょうげ

 

の香
かおり

が漂
ただよ

い、 鶯
うぐいす

が鳴
な

き始
はじ

める頃
ころ

、本校
ほんこう

の78名
めい

の６年生
ねんせい

は卒業
そつぎょう

を迎
むかえ

えます。 

 

 さて、私
わたし

が６年生
ねんせい

担任
たんにん

の時
とき

に、「お年寄
としよ

りとのふれあい」をテーマに総合的
そうごうてき

な学習
がくしゅう

を展開
てんかい

しました。 

お年寄
としよ

りとの様々
さまざま

なふれあいを通
とお

して、人生
じんせい

の先輩方
せんぱいがた

の素晴
す ば

らしさを実感
じっかん

して、まちのお年寄
としよ

りを敬
けい

し・ 

愛
あい

し、その様
よう

な素敵
すてき

な人生
じんせい

の先輩方
せんぱいがた

のために自分
じぶん

たちができることは何
なに

かを探
さが

し、貢献
こうけん

しようというもので 

した。ある日
ひ

、近
ちか

くのケアプラザのお年寄
としよ

りにインタビューに行
い

きました。担任
たんにん

である私
わたし

はビデオ撮影
さつえい

です。 

帰校後
き こ う ご

、困
こま

った顔
かお

が写
うつ

し出
だ

されている児童
じどう

に気
き

づきました。そこで「君
きみ

は何故
な ぜ

困
こま

った顔
かお

をしていたの？」 

と聞
き

くと「僕
ぼく

はあの時
とき

おじいちゃんと話
はなし

をしていたのですが、わしは頭
あたま

がどうかしていて、うまくあんた 

と話
はなし

ができない。そう言
い

って泣
な

き始
はじ

めました。僕
ぼく

は、何
なに

も言
い

えなくて・・・。」「みんななら、何
なん

て言
い

うのか 

と思
おも

って。」と、ぼそりと言いました。さっそく子
こ

どもたちと2時間
じかん

話
はな

し合
あ

いました。結論
けつろん

は『お爺
じい

ちゃんの 

涙
なみだ

は、そばにいてくれた君
きみ

の真心
まごころ

に対
たい

する感謝
かんしゃ

であり、言葉
ことば

は必要
ひつよう

ない。」というものでした。 

この話
はな

し合
あ

いを通
とお

して、子
こ

どもたちと私
わたし

は真心
まごころ

こそがどんな状 況
じょうきょう

や環境
かんきょう

でも、信
しん

じるべき対象
たいしょう

だ 

という思
おも

いを共有
きょうゆう

することができました。 

 今
いま

、本校
ほんこう

を巣立
す だ

ちゆく78名
めい

の卒業生
そつぎょうせい

の皆
みな

さん。卒業
そつぎょう

おめでとうございます。君
きみ

たちの未来
みらい

は希望
きぼう

に溢
あふ

れ 

ています。そして、信
しん

じてください。人
ひと

には「真心
まごころ

」という信
しん

じるべき宝
たから

があるということを。 
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